
 

 

第８回幹事会のお知らせ 

 

２０２２年１１月２２日 

 

幹事長   飯 島 奈 絵  

 

 

日時 ：１１月２２日（火）正午～午後１時  

場所等：WEB／Zoomミーティング、リアル会場／堂島法律事務所会議室， 

 

≪議事の内容（予定）≫ 

１【決議事項】１２月総会の総会議案（１２月２６日（月）午後６時） 

 （１）大阪弁護士会副会長候補者推薦の件 

 （２）次年度幹事長専任の件 等 

２【決議事項】次年度幹事長として岩本朗会員の推薦 

３【決議事項】３月総会の招集の件 

 （１）３月２７日（月）午後６時 

４ 次年度各期幹事の推薦届出のお願い 

５ 各種委員会からの活動報告／選考，政策，広報，研修，親睦，若手会  

６ 大弁会務・日弁連理事会報告  

７ 各種行事の案内  
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春秋会研修委員会 議事録（第８回:2022年 11月 17日(木)12時～13時） 

                              西念 

出席者：飯島、中村、今井、中原、渡部、島袋、浦、田積、西念 

 

１ 第３回 春秋会研修企画 振り返り 

  日  時：１１月７日（月）18時 30分～ 

場  所：大阪弁護士会館 10階 1001号・1002号室 

開催方法：対面と ZOOMのハイブリッド 

【演題】；「裁判官！当職そこが知りたかったのです。」あれから５年…」 

     ～これを知らずに民事裁判に臨むなんて～ 研修単位認定済み 

【講演内容】「裁判官! 当職そこが知りたかったのです。」の中から 

【講師紹介】岡口基一裁判官（46期）、中村真弁護士（56期） 

 【担当者】  今井、中原、松浦 

 

 ◆参加者 ・リアル  １００人強（スタッフ入れて） 

      ・ＺＯＯＭ ５０９人   

      ・懇親会  ３５人 

   盛況で、大変よかった。史上最大くらいの参加者だったのではないか。 

   懇親会の出欠確認について、最終確認と周知が徹底できていなかった。    

 

 ◆内容について 

   内容面でも好評だった。内容が書籍と重なっていたとの指摘もあったが、書籍が

充実しているので仕方ない面がある。 

 

 ◆企画運営面について 

   ハイブリッドの場合、会場にいながらＺＯＯＭの音声等を確認する担当者を複

数おいたほうがよい。 

今期は、堂島ＬＯの設備、ノウハウや飯島幹事長の支えによって、このような大

人数のウェビナーも実現できたが、これを次期以降に引き継いでいくことができる

かは大きな課題だ。 

     

◆活性化費申請 飯島先生にしていただく 

 

◆ニュースレター原稿 今井  写真は西念から送る。  

 

２ 第４回 春秋会研修企画 
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  日時； 着こなし研修 

 【担当者】渡部、中原 

    阪急メンズ館の方とメールで協議中 

昨年の続編として実施。リュックスタイルについても。 

阪神阪急の外商カードを勧める、知らない以外に作らない理由はない 

    メンズ館内の部屋を使って１８時～のイメージ。ハイブリッドか？ 

→ 日程について 

   ２月１３日、２７日、３月２日が候補日 

告知、宣伝など担当チームで分担する     

 

３ 今後の研修企画 

  ・若手会との共催企画   

来期に向けて企画案を研修委員会側でつくって働きかける方向性がよい  

  【担当者】島袋、金、杉野（若手会の担当役員）    

 

・「プリズン・サークル」 https://prison-circle.com/ 自主上映企画 

取材の対象となっている島根あさひ社会復帰促進センターは、官民協働の新しい刑

務所です（いわゆる、Private Finance Initiative）。 

  → 内容が大変興味深いのでやる方向で考えたい。 

   時期 場所 有料とするか？ 例えば岩本先生のトークを交えるとか？ 

   上映＋トークだと３時間くらいの企画となってしまう 

   コロナの状況によってはリアル開催に難あるかも、時期・時間枠の問題 

 【担当者】  → これも来期か？       

     

４ 忘年会（無理なら新年会） 

委員会活動活性化費、会務関係費用支出ガイドラインを活用して   

    → １２月５日、６日が候補日。 

岡口裁判官がスタッフ打ち上げをしたかったと。 

岡口、中村両講師にも声かけしてみるか？ 

店舗は、今井・西念で検討 

 

５ 次回以降の研修委員会の日時 

  原則として、毎月第３木曜日のランチタイム（12時～13時）に ZOOMでとします。 

１２月１５日（木） 

１月１９日（木）、２月１６日（木）、３月１６日（木）   

        以上 
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第８回 幹事会報告（親睦委員会） 

  

令和４年１１月２２日 

親睦委員長  宮下泰彦 

 

１  ７３期・７４期新人歓迎旅行の実施 

   日程：令和４年１０月２８日（金）・２９日（土） １泊２日 

   場所：金沢・和倉温泉 

   行程：２８日  

９時１２分 JR 大阪駅発 → １１時５８分 JR 金沢駅着 

       昼食・千里浜なぎさドライブウェイ（バス移動） 

       １６時３０分 加賀屋「雪月花」着  

      ２９日  

９時 宿出発 → １０時１５分 金沢市内（兼六園） 

昼食・自由散策 近江町市場・ひがし茶屋街 など 

       １５時１９分 JR 金沢駅発 → １８時０９分 JR 大阪駅着 

金沢市内・和倉温泉を楽しんでいただく歓迎旅行でした。 

兼六園・近江町市場・ひがし茶屋など金沢を代表する観光地を巡り、宿

泊は和倉温泉で１１０年以上の歴史を誇る加賀屋さんに泊っていただき

ました。 

久しぶりに実施された新人歓迎旅行ということで、参加された先生方に

は非常に喜んでいただけました。 

 

２ ワインの夕べ 

日程：令和４年１１月２２日（火曜日）１９時 

場所：リーガロイヤルホテル「リモネ」 

参加者：３９名 

費用：１２，０００円（６５期以降・同伴者は９，０００円） 

元日本ソムリエ協会会長・リーガロイヤルホテルマスターソムリエの岡  

昌治氏の解説付きでおいしい料理とワインをいただく贅沢な企画です。 

   

３ ７５期新人歓迎会 

   日程：令和５年２月２０日（月曜日）１９時 

   場所：ガーデンオリエンタル大阪 

   参加者：７０名前後 
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４ ７５期新人歓迎旅行 

  候補日：令和５年３月１８日・１９日 
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令和４年１１月２２日 

会 務 報 告 

副会長 黒田 愛 

大阪弁護士会 

◼ 会長声明  

◼ 主なイベント 

1. 10月 21日(金) 「各界懇×Judges」裁判官から視聴へ―改革のこころ― 

2. 10月 21日(金)等 新人グループ別交流会 

3. 10月 27日(木)等 こどものための LINE無料相談会 

4. 10月 29日(土) 生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪 2022に参加 

5. 11月 1日～12月 19 日 18歳川柳募集 

6. 11月 3日(木・祝) MBSラジオ秋祭り 長居公園 

7. 11月 7日(月)    経営法友会との懇談会 

8. 11月 14日(月)  大阪維新の会「政策懇談会」  

9. 12月 3日(土)  「人質司法」を打破！～身体拘束のリアルと理想、 

無罪推定なら不拘束でしょ！？ 

10. 12月 12日(月)  憲法市民講座「今そこにある危機ウクライナ・台湾情勢と憲法 9 条

      ―岐路に立つ平和主義と私たちの選択－ 

★ 大阪弁護士会の臨時総会（仮）  ３月７日(火)午後１時３０分～ 

近弁連 

1. 11月 25日(金) 第 32回近畿弁護士連合会人権擁護大会  

〇シンポジウム（第一）日本学術会議会員任命拒否問題から見る行政と「法の支配」 

事前申込 https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/2022kinki/sympo1/ 

〇シンポジウム（第二）「日本の死刑制度はどうなっているのか？～正しい情報に基づ

いたオープンな議論を～」 

事前申込 https://www.osakaben.or.jp/web/entry/form.php?id=id_634e33c39deb6 

2. 11月 29日(火) 午後 6時～8時 シンポジウム「法定審理期間訴訟手続の問題点」 

 

日弁連 

◼ 10月 24(月)等 民事裁判書類電子提出システム mints 操作説明会 

◼ 11月 15日(火)、16 日(水) 令和 4年度理事会 第 8回 

・ 死刑制度の廃止に伴う代替刑の制度設計に関する提言案の件、他 

◼ 11月 18日(金) 第 93回民事介入暴力対策高知大会 

◼ 12月 20日(火)  午後 1時～5時 30分 担保法制に関する全国勉強会 

 

以上 
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221122 ご提案：幹事会委任状のオンライン提出 

 

ご提案 

現在、幹事会委任状は書面をファックス送信（嘱託宛）で提出いただいています。 

これに、出欠回答と同時にオンライン（グーグルフォーム。ご参考：添付）で提出いただく

方法を加えたいと考えています。 

ご意見をお聞かせください。 

 

会則 

（幹事会） 

第６条 幹事会は幹事で組織する。 

２ 定時幹事会は、毎月１回開催する。 

３ 臨時幹事会は、必要の都度、随時開催する。 

４ 幹事会は幹事長が招集し、その議長は幹事長又は幹事長が指名した者があたる。 

５ 幹事は、他の会員を代理人として、議決権を行使することができる。 

６ 幹事会の決議は、幹事の３分の１以上が出席し（前項の代理出席を含む。）、その

過半数をもってする。 

７ 幹事会は、次に掲げる事項について決議する。但し、第４条８項（総会決議事項）

及び第８条３項（選考委員会決議事項）の各事項を除く。 

１）総会の開催 

２）次年度幹事長の推薦 

３）細則の制定及び変更 

４）予算の承認 

５）特別委員会の設置 

６）新入会員入会の承認 

７）会費の免除 

８）大阪弁護士会の役職のうち、会長・副会長以外の役職についての、選考委員会に対

する候補者推薦の付託 

９） 総会の決議又は規則により幹事会が決定すべきこととされた事項 

10）総会決議の付託 

11）その他の重要な会務に関する事項 

８ 各期幹事は、幹事会が決議すべき事項のうち、幹事会が会員の意見を確認すること

を必要と決議した事項については、あらかじめ、その所属期の会員の意見を聞かなけれ

ばならない。 
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９ 幹事会の議事は、議事録を作成し、ウェブサイトへの掲載等適宜の方法を用いて会

員に公開する。 

 

（通知の方法） 

第 17 条 

本会則に基づく通知は、ファックス又は E メールによって行う。 
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221122 常議員数 

 

ご意見を伺いたい事項 

・ 大阪弁護士会常議員定数 60 名 

・ 会派割り当て：各会派所属人数の比率により割り当て。無所属／男女共同参画を進める

会の推薦があれば、準繰りで各会派から減員する方式 

・ 春秋会割り当ては 10 名（2023 年度は 11 名？）。無所属／参画の会の減員がある年は 9

名 

・ 同志会は 4 名。将来、会務を担う若手を入れられない（特に 2022 年度は常議員会議長、

副議長とも同志会。1 名増員＋無所属減員時の配慮を強く希望 

・ 多数会派（友新、一水、春秋）から 1 名減が現実的。 

・ 春秋会割り当てが 1 名減となることは構わないか？。 
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（10月第 1回目幹事長会付議） 

常議員数の変遷及び選任事務について 

 

１）大阪弁護士会及び東京三会の常議員定数 

  大阪弁護士会   60 人（会員数 4,842 人／2022年 10 月時点） 

東京弁護士会   80 人（会員数 8,907 人） 

第一東京弁護士会 48 人（会員数 6,346 人） 

第二東京弁護士会 40 人（会員数 6,258 人） 

※ 東京三会会員数は 2022 年 7 月 4 日時点 

※ 大阪弁護士会及び東京三会の会員数は外国特別会員及び法人会員を除く 

 

２）常議員定数の変遷（別紙 1～2 参照） 

・1993 年（平成 5 年）3 月 10 日開催の臨時総会で会則が改正され、常議員の定数が 50 人 

から 60 人に変更となった。（提案理由は議案書に記載されている。） 

・本改正については、1994 年（平成 6 年）4 月 1 日施行された。 

・施行時の大阪弁護士会の会員数は 2,124 人であった。 

 

３）常議員の各会派の人数割当て方法（別紙 3 参照） 

・従前、11 月上旬時点（前回は 11 月 1 日時点）の各会派所属人数の比率により、割り当て 

を行っている。 

・無所属を除いた比率で各会派選出の人数を算出しているため、無所属から立候補があった 

場合は、順繰りで各会派から減員する方式としている。 

・会派以外の幹事長会が承認した任意団体（例：男女共同参画を進める会）からの推薦で立 

候補があり、かつ、当該立候補者がいずれかの会派に属している場合については、無所属 

から立候補があったとみなすこととする。 

・当該立候補者がいずれかの会派に属するものの、会派推薦でも会派以外の幹事長会が承認 

した任意団体からの推薦でもない場合については、無所属から立候補があった場合とみな 

さず、当該立候補者が属する会派の候補者数に含めることとする。 

 

４）常議員の各派減員の順序 

令和 3 年度 

春秋→法友→一水→公正→同志→五月→友新 

春秋、法友、一水、公正から 1 名ずつ（計 4 名）を減員 

（参画の会から 2 名、会派推薦によらない 2 名の立候補あり） 

令和 4 年度 

同志→五月→友新→春秋→法友→一水→公正 

同志、五月、友新、春秋から 1 名ずつ（計 4 名）を減員 

（参画の会※から 2 名、会派推薦によらない 2 名の立候補あり） 

令和 5 年度 法友→一水→公正→同志→五月→友新→春秋（予定） 

※令和 4 年度の参画の会の立候補者は、太平信恵会員（一水会）・安富あかね会員（公正会） 

以 上 
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常議員数割当表 別紙2

会員数･･･2021年11月1日現在 会員数･･･2022年10月7日現在

常議員
日弁連代議員

（参考）
常議員

日弁連代議員
（参考）

60名 51名 60名 52名

春秋 634 13.3% 17.0% 10 9 春秋 670 13.8% 17.6968% 11 9

一水 666 14.0% 17.9% 11 9 一水 671 13.8% 17.7232% 11 9

友新 670 14.0% 18.0% 11 9 友新 696 14.3% 18.3835% 11 10

法友 478 10.0% 12.9% 8 7 法友 484 9.9% 12.7839% 8 7

公正 498 10.4% 13.4% 8 7 公正 498 10.2% 13.1537% 8 7

同志 312 6.5% 8.4% 5 4 同志 307 6.3% 8.1088% 5 4

五月 465 9.7% 12.5% 7 6 五月 460 9.4% 12.1500% 7 6

小計 3,723 77.9% 100% 60 51 小計 3,786 78.1% 100% 61 52

無所属 1,048 22.0% 無所属 1,064 21.9%

合計 4,771 100% 合計 4,850 100%

・無所属を除いた割合で、各派の候補者数を算出。

【参考：令和4年度常議員一覧表】

無所属を
除く割合

令和４年度 令和５年度（案）

会派名 会員数
全会員に

対する割合
無所属を
除く割合

会派名 会員数
全会員に

対する割合

人数 春秋 一水 友新 法友 公正 同志 五月 無所属等

常議員
（正副議長含む）

60 正木みどり 倉橋 忍 三木 秀夫 魚住 泰宏 森本 宏 米倉 正実 大砂 裕幸
安富あかね

（参画／公正会）

飯島 奈絵 若杉 洋一 川村 和久 森 直也 西浦 克明 小谷 寛子 安部 将規
太平　信恵

（参画／一水会）

高江 俊名 勝井 良光 増山 友彦 中嶋 勝規 滝口 広子 森岡 利浩 澤田 有紀
坂野 真一
（無所属）

松井 淑子 黒田 清行 山本 香織 川本 真聖 溝内 有香 武田 裕平 松尾 吉洋
田村 康正
（無所属）

西原 和彦 岡本 英子 村上 知子 深田 愛子 米倉 裕樹 杉山 洋史

グレーの網掛は調整枠 村瀬 謙一 鈴木 智仁 横手 章教 安藤 良平 大畑泰次郎 角野 佑子

調整順位１位同志 由良 尚文 山本 隼平 阪口 祐康 藤野 睦子 後藤 達哉

調整順位２位五月 今井 力 有岡 一大 久保田有子 籔根 壮一 夏目 麻央

調整順位３位友新 中井 洋恵 小西 華子 山岸 正和

調整順位４位春秋 大河内義之 山内 了爾

中崎 正博

実数 9 11 10 8 8 4 6 4

割当 (10) (11) (11) (8) (8) (5) (7) (0)
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	令和4・5年度比較 (近弁連理事除く)

